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　向日市特産の「孟宗竹」を使った竹垣の散策道「竹の

径（みち）」の整備がこのほど始まりました。ジョギング

やウォーキングのコースとして親しまれている第6向陽

小学校から竹林公園に通じる小道の両側に竹垣を配置

し、新たな観光スポットとして計画的に整備するもので、

本年度工事分は3月末に完成する予定です。�

寺戸大塚古墳をデザインした�
「古墳垣」を設置�

　
「
竹
の
径
」
整
備
事
業
は
、西
ノ

岡
丘
陵
に
残
さ
れ
た
美
し
い
竹
林

の
中
を
抜
け
る
農
道
約
８
０
０
メ
ー

ト
ル
の
両
側
に
竹
垣
を
整
備
す
る

も
の
で
す
。１
月
中
旬
か
ら
、平
成

12
年
度
計
画
分
と
し
て
寺
戸
大
塚

古
墳
周
辺
約
２
５
０
メ
ー
ト
ル
の
竹

垣
づ
く
り
が
、地
元
の
竹
産
業
振
興

協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
の
人
た
ち
の
手

で
始
ま
り
ま
し
た
。�

　
竹
垣
に
は
、京
都
の
嵯
峨
野
に
あ

る
散
策
道
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の
と

同
様
に
、竹
の
枝
を
高
さ
１
・
５
メ
ー

ト
ル
程
で
束
ね
て
並
べ
て
い
く
「
竹

穂
垣
」の
手
法
を
使
う
も
の
と
、竹

の
径
に
隣
接
し
た
寺
戸
大
塚
古
墳

を
デ
ザ
イ
ン
化
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

「
古
墳
垣
」
を
設
置
し
ま
す
。�

　
「
古
墳
垣
」
は
、高
さ
１
・
５
メ
ー

ト
ル
幅
２
メ
ー
ト
ル
で
、竹
垣
の
上

部
は
古
墳
の
後
円
部
を
表
す
よ
う

に
竹
を
丸
く
曲
げ
、四
つ
目
に
組
み

合
わ
せ
た
竹
の
隙
間
か
ら
古
墳
が

見
ら
れ
る
工
夫
が
施
さ
れ
た
も
の
で
、�

古
墳
の
周
囲
約
50
メ
ー
ト
ル
に
設

置
す
る
予
定
で
す
。�

　
寺
戸
大
塚
古
墳
は
、古
墳
時
代

初
め（
４
世
紀
前
半
）の
前
方
後
円

墳
で
、前
方
部
と
後
円
部
に
竪
穴

式
石
室
が
あ
り
、中
国
製
三
角
縁

神
獣
鏡（
さ
ん
か
く
ぶ
ち
し
ん
じ
ゅ

う
き
ょ
う
）な
ど
の
副
葬
品
を
も
つ

こ
と
で
、全
国
的
に
も
有
名
な
古
墳

で
す
。�

　
市
で
は
、新
た
な
観
光
の
名
所
「
竹

の
径
」
付
近
に
、将
来
的
に
は
竹
製

品
な
ど
の
ふ
る
さ
と
産
品
を
扱
う

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
開
設
す
る
な
ど
、

西
ノ
岡
丘
陵
の
緑
を
活
か
し
た
観

光
誘
致
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。�

■
お
問
い
合
わ
せ
　
産
業
振
興
課

（
内
線
２
３
９
）叉
は
、向
日
市
商
工

会
1
９
２
1
ー
２
７
３
２
へ�
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年別火災・救急等発生件数�

火災�

消防事故�
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　�
�
　市内で発生した火災は建物火災2件で、一昨年の火
災件数に比べ4件の減少となりました。�
　本市の火災件数からの出火率（人口1万人当たりの火
災件数）は0.4で、全国の出火率の約10分の1であり、
全国でもトップクラスの低出火都市であると言えます。�
�
�
　消防事故（火災に至らなかった小火）は38件で、一昨
年の40件と比べ2件の減少となりました。�
　内訳は、無損事故19件、漏えい流出事故14件、燃焼
放置4件でした。その原因が放火、いたずら、火遊びなど、
人の故意によって引き起こされたと思われる事故が9件
（24％）となっています。�
　今後ともさらに放火されない環境づくりを消防団、女
性防火推進員と共に、市民に呼び掛けていきます。�
�
�
　昨年一年間の救急事故発生件数は、1,420件で、一
昨年に比べ94件の増加となり、平成7年から毎年最高
件数を更新しています。�
 その内訳は、急病793件、交通330件、一般負傷150
件で、全出動件数の90％を占め、一日平均の救急事故
発生件数は3.9件となりました。搬送人員は1,405人で、
市民の38人に一人が救急隊によって病院へ運ばれたこ
とになります。�
　年代別に見ると、70歳以上が最も多く338人(24.0
％)、続いて20歳代の206人、60歳代194人、50歳代
159人、30歳代の169人の順になっています。�
　今後も、人口の高齢化に伴い、救急件数が年々増加す
るものと予想され、重篤傷病者の救命効果を高めるため、
救急講習会を開催し心肺蘇生法等の応急手当の普及を
積極的に進めていきたいと考えています。�
�
�
　救助出動件数は、13件で一昨年に比べ、2件の増加
となりました。�
　その内訳は、交通事故に起因するものが7件、建物5件、
その他1件であり、延べ9人を救助しました。�

　
平
成
12
年
中
の
火
災
、消

防
事
故
等
の
件
数
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。
安
心
・
安
全
の
ま

ち
は
だ
れ
も
の
願
い
で
あ
り
、

健
康
な
ま
ち
の
前
提
で
す
。

消
防
本
部
は
、ま
さ
に
24
時

間
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守

っ
て
い
ま
す
。�

　
消
防
本
部
で
は
、
火
災
や

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
と
と
も

に
、一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
と

の
あ
ん
し
ん
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の

設
置
や
救
急
救
命
士
の
配
置

な
ど
の
取
り
組
み
を
続
け
て

い
ま
す
。�

安心・安全�
平成12年火災等発生件数�

低出火都市を堅持�
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